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K A C   A r t   F e s t i va l  バラエティボックス

京都芸術センターは開設15周年を迎えました。制作と発表の場を提供することで、当センターは京都の
アートの拠点として、これまで多くのアーティストを支援すると同時に、さまざまな気鋭若手アーティス

トとともに新しいアートを創作し、探求してきました。私たちの取り組みは、美術、ダンス、演劇、音楽、茶会、
伝統芸能等、多岐にわたります。このように多種多様な分野における先進的な取り組みを集中的に紹介す
るのが、KAC Art Festival バラエティボックスです。

ここでは、期間中のイベントのなかから、このフェスティバルを代表する4つのイベントをピック
アップして紹介します。

関わるアーティストは総勢100名、1か月であわせて約20もの企画がならぶバラエティボックスとなり
ました。多彩な表現をどうぞ味わってみてください。

モノオペラ「ひとでなしの恋」
京都芸術センターで創作し、2014年12月に世界初演をおこなった日本語新作モノオペラ＊「ひとでなしの

恋」。今回のフェスティバルでは、この「ひとでなしの恋」の短縮版を演奏会形式で再演します。原作は江戸
川乱歩の短編小説「人でなしの恋」。美青年・門野に嫁入りした19歳の京子が、夫の愛情に疑問を抱き、夜
な夜な外出する夫の後をつけると蔵の中から愛人の声が聞こえ、意外な事実が明らかになる、という物語。
作曲家の増田真結は、「この物語の主人公が二つの世界を行き来する様は、西洋音楽と邦楽器の音の世
界とを行き来する自分の創作の世界に重なる」と話します。歌手は、カウンターテナーの藤木大地。ウィーン
国立歌劇場で日本人カウンターテナーとして初めて客演契約を結んだ今注目の歌手です。今回は、オペラ
としての演出を施すのではなく、音楽だけで狂気と嫉妬が絡み合う乱歩の世界を描き出します。

三原聡一郎展『空白に満ちた世界』／鬣恒太郎展『Dear Big Brother』
三原聡一郎は、音、泡、放射線、虹、苔、微生物などを使用し、世界へ開かれたシステムとしての芸術を

国内外で実践しています。本展では、2011年から継続中の「空白のプロジェクト」の第3段階として、生命と
エネルギーのリンクを探るプロセスの一端を発表します。起こりうる未来を予感するかのような作品は、芸
術の観点から、未だ解決されない事象への可能性を示唆します。鬣恒太郎は、絵画による表現を追求す
る過程で、近年ではダンサーとの共働など活動の幅を広げています。日常の残滓を思わせる、どこか解放
感のある画面は、憧憬の対象である「美術」や「絵画」と自らの間に生じる距離と向き合い、試行を繰り返す
中で生み出されます。二者の作品が京都芸術センターの空間とどのように響き合うのかをご覧ください。

五感で感じる和の文化事業 月イチ☆古典芸能シリーズ
第32回 特別企画「殺

た

陣
て

を知る」
月イチ☆古典芸能シリーズでは、月に一度、さまざまな角度から古典芸能に触れ楽しむツアーやレ

クチャーを行っています。今回は、時代劇の乱闘・斬り合いといった立ち回りから、現代的なスタイル
の活劇にいたるまで活用されている殺陣の魅力に迫ります。殺陣は、歌舞伎の「立ち回り」を略した「立
ち」に由来すると考えられていますが、今や日本の芸能・舞台におけるアクションには欠かせない要素
です。今回、講師として招くのは劇団ＺＴＯＮと平宅亮さん。殺陣やダンスなどを折衷させた、独自の世
界観の舞台を創り出す劇団ＺＴＯＮは、今回特別に短い演目を披露します。平宅亮さんは、テレビや映
画などでも殺陣指導を行っている演劇人です。平宅亮さんによるテレビと舞台の殺陣の違いにかんす
る解説や、劇団ＺＴＯＮの実演など、様 な々角度から殺陣を楽しむことができる企画です！

明倫茶会・特別編「二つの茶会、二つの舞台、モンタージュ」
席主・高田伸也

開設当初から15年間さまざまな試みを行ってきた明倫茶会。今回のフェスティバル特別編で席主を
務めるのは、京都の劇場「カフェ・モンタージュ」オーナーの高田伸也さんです。ハムレットと音楽、二
つの茶会を同じ日に開く高田氏に意気込みをうかがいました。
「依頼を受けた当初、『明倫茶会』はいろいろな表現領域の敷居を下げるクロスオーバー的なイベン

トかと思っていたのですが、実はそういったことでは全くなく、逆に、茶会の精神を席主に体現させる
ことで、その席主が専門とする分野の価値が問われることになる、ある意味恐ろしい事業ですね（笑）。
私がそこで出来ることは何かと考えた結果、ずっとやりたいと思いながらカフェ・モンタージュでは出
来なかった舞台を茶会としてプロデュースすることにしました。
『おもてなし』とは、客人にとって気持ちの良いようなことをするだけではないと考えています。まず

は伝えたいという心を理解してもらうべく、道筋を立てることが出来るかどうか。そこで今回はハムレッ
トだけ、音楽だけ、そしてハムレットと音楽の両方、という三通りの道筋を用意しました。全ての人が同
じ答えに到達するはずのないことを見据えて、客人がそれぞれに得ることになる出会いや驚きが私の
想像を超えて、茶の湯における『一期一会』に近づくことを目指したいです。」

小規模ながら上質な音楽や演劇の公演を提供しつづける高田氏。京都芸術センターだからこそ出来
るモンタージュ流「ここだけの一服」をどうぞお楽しみに！

「バラエティボックス」では、分野を越えて色 な々要素が混ざり合う混沌のなかから新しいアートを立ち上がらせようという当センターの趣旨のも
と、多種多様なイベントを期間内に集中的に開催します。しょっぱいものから甘いもの、ゲテモノ（！？）まで、いろいろなお菓子が詰まった玉手箱
のようなフェスティバルになれば、と考えています。 古川真宏（アート・コーディネーター）

＊モノオペラとは、一人の歌手のみが登場するオペラの形式のこと

モノオペラ「ひとでなしの恋」

劇団ZTON『覇道ナクシテ、泰平ヲミル』での立ち回り

カフェ・モンタージュ

三原聡一郎《空白のプロジェクト#3 コスモス》 鬣恒太郎 作品画像

※詳細はイベント情報（P2）をご覧ください
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、TEL、FAXで事前にお申込く
ださい。チケット窓口でも受け付けます。
※　印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です（制作支援事業は京都芸術センターチケット
窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外） その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種学生料金は要証明書呈示

美術

★作家ドラフト2016
近藤愛助『サンフランシスコに移民として
暮らしていた曾祖父について（またはベルリ
ンに移民として暮らしている私について）』
BARBARA DARLINg『BETWEEN #01』
小沢剛氏を審査員に迎え、100点以上の応募
の中から選ばれた2つのプランを展示。
会期：	2月2日（火）－28日（日）10:00－20:00
		  ※会期中無休・入場無料
会場：	ギャラリー北・南

［関連企画］ アーティスト・トーク
小沢剛×近藤愛助×BARBARA DARLINg
日時：	2月7日（日）14:00開始予定
会場：	ミーティングルーム2
※申込不要・入場無料

★三原聡一郎展『空白に満ちた世界』
会期：	2月7日（日）－3月6日（日）10:00－18:00
		  ※入場無料・会期中無休
会場：	和室「明倫」

★ 鬣
たてがみ

恒太郎展『Dear Big Brother』
会期：	2月7日（日）－3月6日（日）10:00－22:00
		  ※入場無料・会期中無休
会場：館内各所
※Topic01（P1）もご覧ください

伝統

★素謡の会「宙にただよう恋」 第4回《雲林院》
日時：	2月4日（木）

	 開場18:30 開演19:00（受付開始18:00）

会場：	大広間（待合：講堂） 
出演：	浦田保浩、浦田保親、橋本光史、林宗

一郎、田茂井廣道
ゲスト：福嶋昭治（京都橘大学文学部日本語日本

文学科教授）

料金：	前売1,500円／当日1,800円

★五感で感じる和の文化事業
伝統芸能ことはじめ第6回 「元禄忠臣蔵」
日時：	2月6日（土）14:00－15:30
会場：	大広間
講師：	小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）

料金：	無料
定員：	100名（先着順／要事前申込）

五感で感じる和の文化事業　
創生劇場「Traditional Trial」

「伝統」と「革新」は表裏一体。「Traditional 
Trial」では、現代を見据えた新たな表現を模
索・創作します。

★＃1.歌舞伎舞踊×西洋音楽ピアノ　
日時：	2月14日（日）開場15:30 開演16:00
会場：	講堂
出演：	中村かなめ、中村壽慶、杵屋浩基、
	 中村圭介ほか
演目：	歌舞伎舞踊×ピアノ「藤娘」、「高坏」

＃2.狂言×中国変面　
日時：	3月30日（水）開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
出演：	茂山正邦、茂山茂、姜鵬ほか
作・演出：村上慎太郎（夕暮れ社 弱男ユニット）

司会：	小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）

演目：	狂言×変面「からくり人形」、狂言「右近左近」

料金：（各公演につき）

	 前売2,000円／当日2,500円
	 高校生以下1,500円／当日2,000円
	 通し券3,500円
※Topic03(P4)もご覧ください

★五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ第32回
特別企画「殺

た

陣
て

を知る」
日時：	2月28日（日）17:00－18:30
会場：	講堂
講師：	劇団ZTON、平宅亮（本若 団長）

定員：	70名 
※入場無料・要事前申込
※Topic01（P1）もご覧ください

明倫茶会

様 な々分野で活躍している方 が々席主となって、開
催するお茶会です。席主によって趣向が異なるの
で、毎回新たな楽しみを見出せるのが魅力です。

★｢二つの茶会、二つの舞台、モンタージュ｣
明倫茶会スペシャルバージョン。コーヒーや
お茶とともにお芝居／音楽のひとときをお楽
しみください。
日時：	2月20日（土）

	 11:00／13:00／17:00／19:00
会場：大広間、講堂
席主：高田伸也（カフェ・モンタージュ オーナー）

内容：	11:00／13:00 コーヒーとお菓子、演劇
「ハムレット」（出演：岡嶋秀昭）

17:00／19:00 ティユール茶とお菓
子、音楽（出演者は非公表）

定員：	各席30名
料金：	1,000円
申込方法：ウェブサイトまたは電話にて申込（先着順）

※今回は往復はがきでの申込は受け付けていません。
抽選制ではなく先着順になりますのでご注意ください

※Topic01（P1）もご覧ください

音楽

★モノオペラ「ひとでなしの恋」
2014年に初演した江戸川乱歩原作の日本語新作
モノオペラの抜粋版を演奏会形式で再演します。
日時：	2月11日（木・祝）開場15:30 開演16:00
会場：	講堂 
作曲：	増田真結
出演：	藤木大地（カウンターテナー）、中川佳代

子（箏・二十絃箏・地歌三絃）、中村圭介（ピ

アノ）、上中あさみ（打楽器）

料金：	一般前売1,000円／当日1,500円
	 学生前売500円／当日1,000円
※Topic01（P1）もご覧ください

★明倫レコード倶楽部 其ノ59
「早春へ音でお誘い」
日時：	2月14日（日）14:00－16:00
会場：	ミーティングルーム２
講師：	亀村正章
※入場無料・要事前申込

★Kyo×Kyo Today vol.6
京都市交響楽団と京都芸術センターのコラボ
レーションによる室内楽シリーズ。今回は金管
五重奏の夕べです。
日時：	2月17日（水）開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
出演：	稲垣路子、西馬健史、垣本昌芳、
	 岡本哲、武貞茂夫
料金：	一般前売1,800円／当日2,000円
	 学生1,000円（前売・当日共）

チケット取扱：京都芸術センター、チケットぴ
あ（Pコード：280-254）

※Topic02（P4）もご覧ください

演劇

★KAC Showcase / Theater
京都を中心に活動する俳優3組による短編を
連続上演。
日時：	2月5日（金）19:30
	 6日（土）15:00
会場：	フリースペース
出演：	藤原大介（劇団飛び道具）、田中遊（正直

者の会）、広田ゆうみ＋二口大学
料金：	一般前売1,000円／当日1,500円
	 学生前売500円／当日1,000円

「KAC Showcase / Dance」との2公
演セット券 1,500円（前売のみ）

ダンス

★KAC Showcase / Dance
京都を中心に活動するダンスカンパニーらに
よるショーケース。2作連続上演。
日時：	2月12日（金）19:30
	 13日（土）15:00

会場：フリースペース
出演：MuDA、男肉 du Soleil
料金：一般前売1,000円／当日1,500円
	 学生前売500円／当日1,000円

「KAC Showcase / Theater」との2公
演セット券 1,500円（前売のみ）

★渡邉尚ジャグリング・ワークショップ
Monochrome Circusで活躍し、2015年新た
にカンパニー「頭と口」を結成した渡邉尚によ
るジャグリングボールを使用したダンスワー
クショップ。
日時：	2月26日（金）19:30－21:00
会場：	フリースペース
料金：	1,000円（要事前申込）

※動きやすい服装でお越しください

トークイベント

祇園祭・山鉾金工品調査 報告講演会
～山鉾のかざり～
今回は、長刀鉾、月鉾、白楽天山、芦刈山、山
伏山、役行者山の６基についてお話しします。
日時：	2月5日（金）14:00
会場：	大広間
料金：	無料（先着順／事前申込不要）

講師：	久保智康（京都国立博物館名誉館員）

	 竹中友里代（京都府立大学特任講師）

主催：	京都芸術センター、公益財団法人祇
園祭山鉾連合会

★明倫アワー#1
ゲストをお招きし、旬なトピックでお話しいた
だく新企画。飲み物片手にお話を聞きましょう。
日時：	2月6日（土）16:00－18:00
会場：	前田珈琲明倫店
ゲスト：鷲田清一（哲学者、京都市立芸術大学学長）

ホスト：建畠晢（詩人、美術評論家、京都芸術セン

ター館長）

料金：	1,000円（ドリンク付）

定員：	40名
※事前申込不要、当日先着順

★アーティスト・イン・レジデンスシンポジ
ウム2016
広がりをみせるアーティスト・イン・レジデンス

（AIR）の今日的課題と展望を探るシンポジウム。
日時：	2月27日（土）15:00－17:30
会場：	講堂
出演：	近藤誠一（公益財団法人京都市芸術文化協

会理事長、前文化庁長官）、菅野幸子（国際

交流基金コミュニケーションセンタープログラム

コーディネーター）、Stefan Hilterhaus（PACT 

Zollvereinアーティスティック・ディレクター）、
Sylvie Cotton（アーティスト、ケベック・アーツ・

カウンシル役員）、増本泰斗（アーティスト）、平
竹耕三（京都市文化芸術政策監）

モデレーター：佐々木雅幸（文化庁文化芸術創

造都市振興室長）

料金：	無料
定員：	120名（要事前申込）

[関連企画]
★KYOTO ART TOUR
京都に点在するアートスペースを巡り、そこ
で活動する方々にお話を聞くツアーです。主
に下京区内のアートスペースを訪れます。
日時：	2月28日（日）集合14:00（所要時間：3時

間程度／下京区内で現地解散）

集合：	エントランス（1階）

料金：	無料
定員：	20名（要事前申込）

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアー
ティストによるワークショップ（参加無料・要事前申込）

★京都フィロムジカ管弦楽団
「アンサンブルコンサート」
今回は制作室を飛び出してフリースペースでコ
ンサートを開きます。ぜひお立ち寄りください！
日時：	2月7日（日）11:00－12:30
会場：	フリースペース
定員：	50名
※途中入退場可

広田ゆうみ＋二口大学
「からだで本をよむ 10」
声に出してみたり身体を動かしてみたり、物
語の世界で一緒に遊びましょう。
日時：	2月12日（金）19:00－21:30
会場：	制作室10
定員：	10名

トリコ・Ａプロデュース
『欲望という名の電車』公開稽古
3月に京都と松山で上演予定の、サファリ・P第
1回公演『欲望という名の電車』の公開稽古を
行います。
日時：	2月13日（土）13:00－15:00
会場：	制作室6
定員：	10名

劇団飛び道具『アルト 橋島編』公開稽古
平素通りのシーン稽古を行い、俳優や演出家
のアイデアが反映され作品が前進する瞬間、
作品が停滞し苦心する様子等、生の稽古風
景をご覧いただきます。
日時：	2月13日（土）18:00－21:00
会場：	制作室4
定員：	15名

MONO「MONOの作り方」
新作『裸に勾

まが

玉
たま

』の稽古場をご覧いただきま
す。”小返し”と呼ばれる、一部シーンを繰り返
し稽古する様子を解説も交えつつご覧いただ
きます。
日時：	2月14日（日）14:00－16:00
会場：	制作室5
定員：	15名

★畠中光享「オープンアトリエ&トーク」
大広間にて日本画作品を公開。秋野不矩美
術館（浜松市）で開催中の展覧会や作品につ
いてもお話しします。
[オープンアトリエ]
日時：2月26日（金）14:00－20:00
	 27日（土）10:00－20:00
	 28日（日）10:00－14:00
[トーク]
日時：	2月27日（土）13:00－14:30
会場：	大広間
※事前申込不要

発表支援事業（共催事業）

重要無形文化財常盤津節
第1回伝承事業成果発表会
日時：	2月1日（月）開場13:30 開演14:00
会場：	講堂
料金：	2,000円
主催・申込：常盤津節保存会

FAX：075-541-5038（申込は名前・住所を明

記してください）

紬の会特別編
日時：	2月7日（日）開場14:30 開演15:00
会場：	大広間
出演：	はなわちえ（津軽三味線）、辻本好美（尺八）

進行：	片山伸吾（能楽師）

料金：	3,500円
主催・申込：紬の会事務局
　TEL：075-494-6665 

世界のインディペンデント・アニメーション2016
作品上映やトークで、世界のクリエイターと
最新動向を紹介。
日時：	2月20日（土）15:00－17:30
会場：	フリースペース
料金：	無料（要事前申込）

主催：	文化庁
申込・問合せ：JAPIC
　TEL：03-6676-5676
　E-mail：rsv@japic.jp

立川志らく独演会
日時：	2月21日（日）開場13:30 開演14:00
会場：	講堂

出演：	立川志らく
演目：「文七元結」ほか
料金：	前売3,500円／当日4,000円
主催・問合せ：志らくの会京都事務局
　TEL：090-9863-9455（担当：岡田） 

制作支援事業

きたまり／KIKIKIKIKIKI新作公演 『TITAN』
日時：	1月29日（金）19:30（B）

	 30日（土）14:00（A）／17:00（B）

	 31日（日）14:00（B）／17:00（A）　
	 2月  1日（月）17:00（A）／19:30（B）

	 2日（火）14:00（B）／17:00（A）

Aプログラム
振付・出演：きたまり
Bプログラム
振付・出演：野渕杏子、花本有加、川瀬亜衣、

白鳥達也、玉邑浩二、藤原美加
会場：	アトリエ劇研（左京区）

料金：	1演目2,500円／2演目4,500円（A,Bセット券）

学生・リピーター割引2,000円（A,Bプロ

グラムいずれかの半券お持ちの方）

問合せ：KIKIKIKIKIKI
　E-mail：ki6dance＠gmail.com

Re：クリエイション・プロデュース
烏丸ストロークロック

『国道、業火、背高泡立草』伊丹・知立公演
過疎の町「大栄町」と、経済に翻弄される人々
を克明に描き、2013年初演時に各地で称賛
を浴びた佳作を再演。
伊丹公演
日時：	2月6日（土）18:00
	 7日（日）14:00
会場：	AI・HALL（兵庫県伊丹市）

料金：	一般前売 2,500円／当日 3,000円
	 25歳以下前売 2,000円／当日 2,500円
知立公演
日時：	2月13日（土）14:00
	 14日（日）14:00
会場：	パティオ池鯉鮒 知立市文化会館（愛知

県知立市）

料金：	一般2,500円／パティオしーと会員2,200円
	 22歳以下1,500円（前売・当日共）

問合せ：烏丸ストロークロック
　TEL：080-9745-7825（制作）　　　　　
　E-mail：info@karasuma69.org　

第22次笑の内閣
『朝まで生ゴヅラ 2020』京都公演
日時：2月11日（木・祝）14:00／19:00
	 12日（金）19:00
	 13日（土）14:00／19:00
	 14日（日）11:00／18:30
	 15日（月）14:00
	 16日（火）14:00／19:00
	 17日（水）14:00
会場：	アトリエ劇研（左京区）

料金：	一般前売3,300円／当日3,500円
25歳以下前売2,800円／当日3,000円

	 高校生以下500円（前売・当日共）

問合せ：笑の内閣
　TEL：090-2075-0759(9:00－20:00）

　E-mail：waraino_naikaku_u＠yahoo.co.jp

TWS-NEXT @tobikan“クレアボヤンス”
会期：	2月19日（金）－3月6日（日）

9:30－17:30（入室は閉室の30分前まで。

金曜日は20:00まで開室）

		  ※入場無料・会期中無休
会場：	東京都美術館 ギャラリーB（東京都台東区）

出展作家：三原聡一郎、鎌田友介、three、
平川ヒロ、増本泰斗

問合せ：トーキョーワンダーサイト渋谷
　TEL： 03-3463-0603

★第241回 市民狂言会
日時：	3月4日（金）開場18:30 開演19:00
会場：	京都観世会館（左京区）

演目：	三本柱、無布施経、花争、栗隈
神明

出演：	茂山七五三、千三郎、正邦ほか
料金：	前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸

京都店、高島屋京都店、チケット
ぴあ（Pコード：448-286）

※団体券2,200円（20名以上）は京都芸術セン
ターにて取扱

★素謡の会 関連企画
「謡曲ひとめぐり」第2回《小塩》
日時：	3月5日（土）受付開始13:00
会場：	大原野神社 参集殿（西京区）

出演：	味方團、河村晴道、田茂井廣道、
武田大志、河村和貴ほか

料金：	3,000円

チケットぴあで取扱いのチケットは、電
話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブ
ン・イレブン、サークルＫサンクス）の専用端末
などからご利用いただけます。
WEB：http://t.pia.co.jp
TEL：0570-02-9999

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および　印の共催事業・制作支援事業

★・・・KAC Art Festival バラエティボックス（会期：2月5日～3月6日）のプログラムとして開催します
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［明倫WS］畠中光享「オープンアトリエ
&トーク」 [オープンアトリエ]

［明倫WS］畠中光享「オープンアトリエ&トーク」
[トーク]

作家ドラフト2016 近藤愛助『サンフランシスコに移民として暮らしていた曾祖父について（またはベルリンに移民として暮らしている私について）』
BARBARA DARLINg『BETWEEN #01』

三原聡一郎展『空白に満ちた世界』（2/7－3/6）

鬣恒太郎展『Dear Big Brother』（2/7－3/6）

KAC Showcase / Theater KAC Showcase / Dance

作家ドラフト2016 ［関連企画］ アーティスト・トーク
小沢剛×近藤愛助×BARBARA DARLINg

素謡の会「宙にただよう恋」 第4回《雲林院》 創生劇場「Traditional Trial」 ＃1.歌舞伎舞踊×西洋音楽ピアノ

モノオペラ「ひとでなしの恋」

明倫レコード倶楽部 其ノ59 「早春へ音でお誘い」

Kyo×Kyo Today vol.6

明倫茶会｢二つの茶会、二つの舞台、モンタージュ｣

渡邉尚ジャグリング・ワークショップ

月イチ☆古典芸能シリーズ第32回
特別企画「殺

た

陣
て

を知る」

アーティスト・イン・レジデンスシンポジウム2016

アーティスト・イン・レジデンスシンポジウム2016
[関連企画]KYOTO ART TOUR

伝統芸能ことはじめ第6回「元禄忠臣蔵」

祇園祭・山鉾金工品調査 報告講演会
～山鉾のかざり～

明倫アワー#1

［共催］重要無形文化財常盤津節 第1回伝承事業成果発表会 ［共催］立川志らく独演会

［明倫WS］京都フィロムジカ管弦楽団
「アンサンブルコンサート」

［明倫WS］紬の会特別編

［明倫WS］広田ゆうみ＋二口大学「からだで本をよむ 10」

［明倫WS］トリコ・Ａプロデュース『欲望という名の電車』公開稽古

［明倫WS］劇団飛び道具『アルト 橋島編』公開稽古

［明倫WS］MONO「MONOの作り方」

［明倫WS］世界のインデペンデント・アニメーション2016

mon wedtue fri
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 2726

sat sun sunmon monwed thu thufri friwedsatthu fritue tuethu
2928

sun monsuntue wedmonsat sat

今回も会場はUrBANGUILDである。開演前はいつ

もより緊張感のある雰囲気であった。年の瀬にも関わ

らず浮ついた雰囲気はない。今晩出演の面々はいずれ

も際立った作品を手掛けるアーティストである。私も、

彼らの踊り納めをしかと見届けようと気を引き締めた。

まずは今村達紀＋塚原悠也。動きの持つ更新性その

ものを取り上げた作品である。ダンサーの反復動作とピ

アノ演奏のズレが非現実的な空間を奏で、その異物性

が目に見えてくるや会場は興奮した。今村の理性的な

静かさはやがて色気と化す。沈黙のなか反復される跳

躍はやがて純粋な「ただの動き」となり、観客が見出す

価値から孤立しながらも、けして外世界を排除しようとは

していない。確立した表現への憧れを掻き立てられた。

次に上演された重里実穂による作品は、ひらひらと舞

うロウソクの火を思わせた。離れた吐息にすら翻弄され

る灯火。そして視点は移り、人の世に移ろう精神が演じ

られる。弱き者は弱き者であり、しかし遂に消える事の

ない火。これを見る者との隔絶。透明なこの距離感の果

てしなさがこの作品の本質だったのではないかと思う。

次はきたまりによる作品である。マーラーの楽曲を

テーマに、まるでカラオケを歌うかのように踊る。音ハ

メに肉体的な快感を得ては、曲想から役柄を見出し、

気の済むまで演じる。これは楽曲の本質に宿る理想の、

京都芸術センターが主催する〈五感で感じる和の文化

事業「月イチ☆古典芸能シリーズ」〉は、その名のとおり、

月に一度は古典芸能に触れ楽しもうという企画で、2013

年7月からスタートしている。これまで、鷺舞や白拍子、

実家の応接間にずっと前から飾られているミュシャ

のポスターは、花に囲まれた女性を優美な曲線で描い

たもので、ミュシャといえば日本の誰もが思い浮かべる

のは、きっとこんな一枚だろうと思う。

堺アルフォンス・ミュシャ館は、ミュシャの実子である

ジリと親交のあった実業家土居君雄の、約500点にの

ぼるコレクションを収蔵するミュシャ専門の美術館であ

る。ポスター、装飾パネルから、油彩、素描、書籍、ブ

ロンズ、宝飾品にまで及ぶ収蔵品は、世界でもここにし

かないものもあり、その質は本国チェコにも劣らない。

本展は、そのコレクションを元に、生まれ故郷チェコか

らフランス、アメリカへと拠点を移しながら創作を行っ

たミュシャの人生を、作風の変化に注目して紹介する。

19世紀の終わり、故郷を離れたミュシャは、パリで挿

絵画家として活動を始める。小説『白い象の伝説』の挿

絵は、非常に写実的で緻密なものであり、ミュシャを一

躍有名にしたサラ・ベルナールの舞台のポスターも、印

刷所の責任者がミュシャのデッサン力を見込んで依頼し

たという説に納得がいく。この舞台「ジスモンダ」のポス

ター他、「四つの宝石」や、レストランのメニュー、絵葉書

など、アール・ヌーヴォーの代表として語られるミュシャ

の特徴がよく現れた、華やかな展示作品が目を奪う。

商業デザインの世界での大きな成功の後、パリを後

にしたミュシャは、アメリカに渡り、ニューヨークやシカ

『FOuR dancers Vol.41』
2015年12月17日（日）

UrBANGUILD（中京区）

五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ 第30回「絃を知る」
2015年12月11日（金）

株式会社 鳥羽屋（上京区）

企画展『ミュシャが旅した世界』
2015年11月14日（土）－2016年3月6日（日）

堺市立文化館 堺 アルフォンス・ミュシャ館

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　2 / 1 ▲ 2 / 29

図書室休室日：2月29日（月）

ダンサーの「目」が語る

音を支えるテクノロジー

アール・ヌーヴォーの代表者
ミュシャから、祖国チェコの
ための画家ムハへ

ダンス

伝統

美術

高橋良明

北見真智子

サワシュ晃子

ある意味自己本位的な消費に違いなく、その余計な再

構築は背徳的な快感を観客に与えていた。邪な、共犯

への働きかけ。しかしきたまりの生真面目な熱演にほ

だされ、一緒に楽しんでしまった。

最後の東野祥子の作品はとても込み入っている。悲し

さとは何か、割り切れる事のない生き方の悲しみがその

まま演じられているようであり、この重さを東野の肉体は

背負っていた。生まれた時から外世界の刺激に痛みを

感じる彼女、表現する事はけして快楽にはつながらず、

いつか防衛的な鈍感さが彼女から明るさを奪う。選んで

その生き方をしている筈だが、やはり悲しさがつきまとう。

今回は作品もさることながら、ダンサー達の目に目

を奪われた。着眼点という意味ではなく、目つきそのも

のである。まるで剣道や卓球の選手が相手の目から対

戦者の諸元を得るように、ダンサーの目を見ていると彼

らの肉体が覚えた律動や吐息や音楽や孤独が私の目

を通して私を乱し、繰り返しや揺らめきや快さや戦慄き

が、私に言葉を忘れさせる。優れた作品は、ダンサー

の内観を入り口に、観客の精神をどこかにいざなうの

かもしれない。魅惑的な領域へと。踊れない私の肉体

の代わりに、ダンサーの肉体が舞ってくれる。

年の瀬に内省的になってしまった。お酒を飲んで忘

れなくては。

祇園囃子、寄席囃子などの芸能から、かるたやキセル、

生け花、香、漆器など、日本伝統文化にちなんだテーマ

がずらりと並ぶ。スタイルも講義形式から現場見学と幅

広く、各回20～50人ほどの受講者を対象に実施されて

いる。評者が参加した「絃を知る」は、30回目にあたる。

日本音楽の場合、「弦」よりも「絃」の文字を好んで使用す

る傾向にある。琵琶、箏、三味線など、日本には絃を張

る楽器が多く存在するにもかかわらず、絃そのものにつ

いてはなかなか知る機会がない。

訪れた先は、1655年に京都伏見下鳥羽の地にて創

業し、1849年から楽器絃の製造を行う鳥羽屋（現：上京

区）。絃の製造所は全国でも7軒しかなく、殊に雅楽で

用いる絃は鳥羽屋だけで扱われているという。代表で

あり、邦楽器糸製作の選定保存技術保持者にも選定さ

れた小篠敏之氏の案内によって、製造所を見学する。

そもそも絃の原糸は、滋賀県の琵琶湖北岸に沿った地

域で生産されているという。繭からとれた糸が、絃の

原糸として製造業者の手に渡されると、絃の種類に応

じた本数の原糸を撚り合わせる工程となる。必要なら

着色し、煮て固め、空中に伸ばして張って乾燥させた

のち、さらに糯
もち

米
ごめ

の粉の薄い糊をかけて乾かす。こう

して完成した絃は重量で規格化され、匁
もんめ

の単位で扱わ

れる。例えば、箏は一面十三本の絃の総重量をもって

十八匁、十九匁と呼ばれ、数値が大きいほど太い絃を

指すことになる。

話を伺いながら、乾かされている絃に触れることが

できた。ナイロン製や金属弦にはない、絹糸ならでは

の張りとしなやかさ、縒
よ

り合わされた感触を指先で存

分に味わう。やはり現場見学は楽しいものだと実感す

る。機具や道具類を眺めるだけでも、探究心がくすぐら

れる。事実、受講者からは立て続けに質問が投げかけ

られ、盛り上がりを見せていた。

絃に関する知識は、聴衆の側に立てば、どこまで必要

なものかはわからない。たとえ理解したからといって、絃

の微妙な違いを聞き分ける聴衆は、ほんの一握りであろ

う。とはいえ、一瞥しただけでは見えにくい絃のテクノロ

ジーと、絃の製作工程に必要な専門技術の伝承に気づ

けた意味は大きい。表舞台が華やかな力を持っている反

面、裏方のいわゆる見えない技術や伝統をどう取り扱う

か。今後の大きな課題と言えるかもしれない。

ゴの美術学校で後続の育成に携わる傍ら、富豪ロス

チャイルド夫人などのパトロンを得て、上流階級の肖

像画や雑誌の表紙などを手がける。その目的は、祖国

チェコを主題とした作品制作のための資金作りであっ

た。この頃着手した本格的な油彩画や、雑誌『ハース

ト』の表紙などの展示からは、パリ時代より装飾が抑え

られ、より写実的な表現への移行が見て取れる。

歴史画制作のための取材でヨーロッパ諸国を周るう

ち、祖国や同胞への思いを強くしていったミュシャは、

チェコに戻ってから、商業的な仕事はほとんど引き受け

ない代わりに、祖国独立に関するものや社会貢献にな

るものは無償で制作するようになる。現地の市のホー

ルや大聖堂に残されたそれらの作品の習作や、紙幣、

切手などの展示作品に描かれたチェコの民族衣装姿

の女性や王族は、重 し々いタッチで、パリ時代の浮き

立つような華やかさは感じられない。その祖国の魂は、

晩年の２０連作「スラヴ叙事詩」に完結する。

彼は、「まだパリにいた頃すでに、民族を自覚する

ような感覚を生みだし、強めることができるような作品

の制作に後半生を捧げようと決意」したと書き残してい

て、異邦人として過ごす日常が祖国への思いをより強く

したのではないかと思われる。祖国のための画家とし

ての使命をミュシャに自覚させたのが、本展のテーマ

である「旅」だったとも言えようか。実家の応接間の優

美な女性像は、民族の画家ミュシャのほんの一面でし

かなかったのだなあと考えながら、美術館を後にした。

たかはし よしあき／インタビュアー●「京都の演劇人にインタビュー 頭
を下げれば大丈夫」。「よいお年を」という言葉のちょうど良いコンテンツ
感は凄いですよね。シズル感がある。 http://www.intvw.net/

きたみ まちこ／大阪音楽大学非常勤講師ほか●今年は歌舞伎作者、河竹
黙阿弥（1816－93）の生誕200年にあたります。年間通して多くの作品を楽
しめそうです。

さわしゅ あきこ／日本学術振興会特別研究員●ここ数年、ミュシャのよう
に、旅が多い生活をしています。生活の基盤を何度も移していますが、そ
の度に新しい価値観を身につけるような気がしています。荷物が多くて移
動は苦手な方ですが、あとしばらくは旅が続きそうなので、流行りのミニ
マリストが少しうらやましい。

鳥羽屋代表取締役 小篠敏之氏
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創生劇場「Traditional Trial」

両公演とも若手出演者の皆さんと稽古でアイデアを出しながら、いろいろと試
しています。分野が異なる人と創作することで、互いの分野を知り自身の芸能
を見つめなおす作業になるようです。おもしろいこと間違いなし、そしてここで
しか観ることができないのでどうぞお見逃しなく。

萩原麗子（プログラム・ディレクター）

TO P I C  03

TO P I C  02

五感で感じる和の文化事業

♯1. 歌舞伎舞踊×西洋音楽ピアノ＝タップダンス？
♯2. 狂言×中国変面＝『からくり人形』？！

♯1では、歌舞伎舞踊と西洋音楽のピアノの音楽性に
着目します。歌舞伎が大成していったのが江戸時

代。鎖国を経て明治に入ると西洋文化が到来、歌舞伎の
演目にも明治の時代背景を描写しつつも、洋風ものや語
りを前面に押し出し流行していきます。同時期、ピアノも
日本に到来、既存の邦楽や伝統音楽を上回る勢いで一大
ブームとなりました。

今回は、歌舞伎の演目から名曲『藤娘』と、古典のタッ
プダンスと称されるほど軽快でリズミカルな『高

たか

坏
つき

』の一部
を、中村かなめの歌舞伎舞踊と、中村壽慶・杵屋浩基率い
る邦楽囃子、そして中村圭介のピアノをあわせて創作、上
演します。この企画は、「月イチ☆古典芸能シリーズ」という
プログラムにてリサーチを行い、一部を公開してきました。
まず2014年に、邦楽囃子とピアノを音としてあわせ、双方
の音楽性の差異や共通項を探り、2015年には中村かなめ
氏の歌舞伎舞踊を加え、舞踊曲としての邦楽囃子とピアノ
の可能性を探る試演会を行いました。今回は、歌舞伎の衣
装とかつらをつけた形で（『藤娘』のみ）、邦楽囃子、ピアノと
あわせることで、本格的な歌舞伎舞踊曲を目指します。中
村かなめ氏は、三代目中村扇雀氏に師事し、扇一朗を経
て2015年、中村かなめを名乗る今期待される若手の歌舞
伎俳優です。「中村」という、同じ苗字による三人の舞踊家
と音楽家の作品をぜひご体感ください。

♯2では、日本の喜劇である狂言と中国の伝統芸能「川
劇」の一技「変面」をあわせます。中国には現在でも三百

シリーズ6回目となる今回は、抜群のテクニックを誇る京響ブラス
セクションの面々による金管五重奏の夕べです。ブラス愛好者

だけではなく、普段オーケストラはよく聴くけれど金管五重奏という
編成にはあまり馴染みがないという方や、ブラス音楽は初めてという
方にもお楽しみいただけるプログラム構成で、トランペット、ホルン、
トロンボーン、テューバ、一つひとつの楽器に親しみながらアンサン
ブルの喜びも発見していただけます。

金管楽器の最大の特徴は、それぞれ形状が異なるものの同じ発音
原理を持ち、倍音（実際に吹いている音以外に自然に鳴る音）が豊富である
ことです。金管楽器の音色のふくよかさの秘密はここにあり、5名とい
う少人数でもそれを感じさせない重厚かつ奥深いサウンドが生まれ

ます。オーケストラとはまたひと味ちがった小編成ならではの、個々
の楽器のニュアンスをじっくり聴き取ってみてください。

プログラム前半は、それぞれの楽器の個性をフィーチャーします。
「コン・マリンコニーア」ではフリューゲル・ホルンが、「動物の謝肉祭
より 《象》」ではテューバが主役といった具合に、楽器紹介を兼ねつ
つメンバーのトークを交えて各楽器のサウンドをお楽しみいただきま
す。後半は、日本のわらべうた「ずいずいずっころばし」や、ジャズを
取り入れた近代作品を採り上げます。演奏曲目の中には、誰もが一
度は耳にしたことのあるクラシックの旋律や、「ウェスト・サイド・ストー
リー」のように有名なミュージカルナンバーもあれば、比較的演奏機
会の少ない20世紀の隠れた名曲もあり、全体としてはルネサンスか
ら現代まで幅広いジャンルにわたる構成で、金管楽器の可能性、多
様性を存分に味わっていただけることでしょう。

元小学校である京都芸術センターの講堂というレトロな空間を効
果的に用いることによって生まれる、音楽ホールにはない身近で濃密

な室内楽の体験も、この企画ならではの楽しみといえます。京響の響
きを支える精鋭メンバーの演奏を、バラエティ豊かなプログラムでぜ
ひお楽しみ下さい。

種類ほど地方劇がありますが、川劇は四川省に伝わるオ
ペラのようなものです。北京発祥の「京劇」と同時期に完成
した演劇ですが、役者も一般の人たちで題材は日常生活
のユーモアを取り上げたものが多く、役者も一般の人たち
で、他省の演劇から楽しめる要素を貪欲に取り込まれた、
まさに庶民の伝統芸能です。

変面は、隅取のような面（マスク）を瞬時に次 と々取り変え
顔を七変化させていく技で、その早業ばかりが注目されが
ちですが、実は面一つ一つに意味があり、色によって歴史
上の人物や世界観を、また怒りや恐れ、絶望など喜怒哀楽
も表現しています。また面の仕掛けは、現在でも中国の国
家一級機密となっており、一子相伝で継承されています。

今回出演する姜鵬氏は、幼少より川劇変面を学び、
十六歳で変面天王と呼ばれるほどの正統な変面継承者で
す。そこに、代々、古典だけでなく新作や異分野とのコラ
ボレーションに積極的に取り組み、狂言の新たな境地を切
り開いてきた茂山千五郎家の狂言が加わり、新作を創作
します。戯曲・演出には、京都の小劇場界で活躍する若手
新進気鋭の劇作家・演出家の村上慎太郎氏（夕暮れ社 弱男

ユニット主宰）を起用。物語は、平成から江戸時代へと遡り、
からくり人形が大衆化していた、そんな時代のお話です。

伝統芸能は静かに観るもの、今回はそんな言葉は忘れ
ていただいて。♯1では軽快なリズムに身をまかせ、♯2では
存分に笑い飛ばし、伝統芸能の若手実演家たちが織りな
す作品をリラックスして賑やかにお楽しみください。

創生劇場とは
国内の貴重な伝統芸能・文化を発信し、将来に継承する拠点施設となる「国立京都伝統芸能文化セン
ター（仮称）」の誘致を目指し、「五感で感じる和の文化事業」を実施しています。「創生劇場」は、この
モデル事業として既存の分野や流派を越えた若手伝統実演家を中心に、長い歴史に培われた伝統の
中に新しい魅力を生み出すべく、独創かつ意欲的な舞台を創造・展開しています。

子どもの頃、コンサートに行くと、金管楽器のキラキラ輝くベル部分の反射や、複雑に入り組ん
だ管に見入りながら音楽を聴いていました。金管といえば真っ先にブラスバンドを思い浮かべ
る方が多いかもしれませんが、オーケストラプレイヤーならではの上質なサウンドはまた格別で
す。ぜひご堪能ください。 土山亮子（アート・コーディネーター）

Kyo×Kyo Today vol. 6
京都市交響楽団×京都芸術センター

Kyo×Kyo Today vol.5より今回の出演者の皆さん（楽屋前にて）

京都市交響楽団と京都芸術センターのコラボレーション企画「Kyo×Kyo 
Today」。レトロな雰囲気あふれる講堂を会場に、奏者の息遣いまで感じら
れる親密な空間で室内楽を味わえる贅沢なひと時をお届けします。

「伝統」と「革新」は表裏一体。伝統を次の世代へ伝えてい
くには、ただ守るのではなくその時代に合った革新的な創
作や試みが必要です。創生劇場では、各分野の伝統芸能
を知るとともに、「Traditional Trial」と称して新たな表現を
模索するプロジェクトを行います。

Kyo×Kyo Today vol.6
日時： 2月17日（水）開場18:30 開演19:00
会場： 講堂
出演： 稲垣路子、西馬健史、垣本昌芳、岡本哲、武貞茂夫
料金： 一般前売1,800円／当日2,000円／学生1,000円（前売・当日共）

※イベント情報（P2）もご覧ください

※イベント情報（P2）もご覧ください

撮影：上杉遥
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter

アーティストインタビューやイベント情報など
トピックが満載！


